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舎月のおもな記事

中川町長と
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｛ガンパッテいます城山子供会〉

57年
町のようす （） 内は 総人口 男 女 転入転出出生死亡 世帯停数
5月 l日現在 対前月比 18.960 +341 8.960（寸 7) 10.000(1 27) 141 113 21 15 5.093(+39) 
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臨時町議会で

第
2
回
朝
日
町
議
会
の
臨
時
会
が
5

月
l
日
に
聞
か
れ
、
先
に
退
職
願
い
が
一

提
出
さ
れ
て
い
た
中
川
町
長
の
退
職
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
い
功
績

何
年
4
ヵ
月

小
川
町
長
は
、
昭
和
制
年
比
月
に
初

当
選
し
て
以
来
、
四
期

（同
年
と
4
ヵ

月
）
に
わ
た
っ
て
町
政
を
川
相
当
さ
れ
、

一
円
し
て

「生
活
環
涜
の
悠
倫
」

「教

育
条
件
の
格
倫
」「
産
業
法
印
刷
山
の
務
俄
」

「郷
土
の
保
全
」
を
開
つ
の
れ
と
し
て

が
主
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
道

路
網
の
特
倫

（郎
市
計
州
街
路
や
林
道

<55年 5月〉
槻山に高齢者全きカ〈いセンター完成

れ

[1 r:;~竺宅~
ニ；：；：；，時？円ー二探照的｜

の
繁
一
機
等
）
や
悩
祉
行
政

（削
除
育
所
の

充
実
や
在
人
福
祉
等
）
・
教
育
条
件
の

即時
胤倫

（
統
合
朝
日
中
学
校
の
開
校
等
）

産
業
基
盤
の
幣
倫

（十
一
地
改
良
威
主
や

観
光
開
発
等
）
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
い

進
展
を
み
ま
し
た
。

〈惜別の拍手のゆ，遭庁
される中川町長〉

〈
昭
和
制
年
目
月
白
日

第
5
代
町
長
に
就
任
〉

~竜彦司隊灘灘灘灘灘湾管灘官尊厳湾爆発厳司彫習隊獄絵. ., 

功
績
を
た
た
え
て

中
川
町
長
は

J3
1
J3三
1
1
1
u

叫
町
山
引
か
ふ
有
叶
必
明

1
I岡
山

H
H同

．句

． 
〈昭和53年ll月〉

老人福祉センター完成

Bil !£] 57ヰ 5 月 19H 
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． 
〈昭和42年9月〉

町立泊病院完成

〈昭和44年 8月〉

集中叢雨（彼客観ISfl6千万円）

E’ 

． 
<56年 3月〉
宇奈月町との境界決定

<57年 3月〉
あさひ国民休護地の完成

〈昭和44~手から46年にかけて〉

桜町・小川・宮崎の各保育所が新築

されました。． 

山崎（草草） （ま場整備． 
役
に
就
任
さ
れ
、
引
年
よ
り
町
長
と
し
綴

て
今
日
ま
で
日
年
余
り
の
長
き
に
わ
た

り
町
政
を
相
当
さ
れ
ま
し
た
。

薙
一

こ
の
鎌
月
は
、
朝
日
町
に
と
っ
て

重

こ

の

た

び

要

か

つ

困

維

な

課

題

の

山

精

し

た

時

期

朝

日

町

長

の

で

、

そ

れ

を

克

服

し

て

今

日

の

朝

日

町

職

ゃ

ん

併

任

い

発

展

の

数

々

の

成

栄

は

、

町

長

の

並

々

た

し

ま

し

た

。

山
刈
任
以
米

な
ら
ぬ
御
努
力
の
賜
物
で
あ
リ
、
そ
の

ト
“
年
あ
ま

功
績
は
朝
日
町
政
史
上
に
水
〈
残
り
、

り
、
任
期
あ
と
し
ば
ら
く
に
し
て
中
し

光
り
輝
く
も
の
で
あ
リ
ま
す
。

訳
な
い
こ
と
で
あ
リ
ま
す
り
必
と
し
て

退
職
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
民
の
た

も
残
念
で
す
が
町
長
の
峨
山
は
鰍
め
て

め
の
町
政
に
全
料
品
喝
を
凶
作
さ
れ
た
｝

所
一
〈
、
人
に
附
す
る
健
収
ふ
h
川
槌
と
し

』

、

上

凪

L
r
削
明

I

ギ
J

O

な
け
れ
ば
つ
と
ま
リ
ま
せ
ん
ω

松
近
数

ぽ
に
わ
た
リ
・6
K
則
川
の
入
院
や
す
る
よ

う
な
状
汎
が
続
き
、
こ
れ
以
ト
の
御
迷

惑
を
お
か
け
す
る
・

｝と
は
介
さ
れ
な
い

と
行
え
た
次
第
で
あ
り
ま
す
句
引払が山肌

H

忙
し
ま
し
た
則
川
は
、
た
ま
た
ま
日
本

が
い
付
度
計
一叶
成
以
へ
’
州
い
、

μ
取
山
肌
則
を

特
て
へ
1
川
、
御
ト
什
知
の
よ
う
な
也
勢
に

七
る
ま
で
の
ん
上
過
れ
に
間
然
符
合
し
て

お
り
ま
す
。
ニ
の
川
、
町
政
泌
常
的
卜

で
不
行
き
凶
の
少
な
く
な
か

ー
た・

－と

は
長
々
わ
り
山
北
，ひ
い
た
し

t
ナ

し

か

し

な
が
ら
、
災
位
HH－
議
、
は
州
場
um尚
道

路

学
校
や
保
山
口
一
附
あ
る
い
は
他
山
川
づ
く
リ

や
悩
祉
事
業
な
ど
、
作
憾
の
御
協
力
て

な
に
が
し
か
の
成
川
本
を
挙
げ
ゐ
・

τ・－が

出
米
ま
し
た
。
ま
た
州
日
小
川
多
け
的

開
発
な
ど
大
引
の
本
生
が
山
党
進
行
の

昆
通
し
に
あ
る
こ
と
も
よ
ろ
・

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
近
く
州
明
日
町
必
中

三
ト
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今
ニ
そ
什
栴

総
帥
時
立
の
わ
只
い
成
山
本
を
村
弘
し
、
山
々

た
る
的
注
を
反
問
す
る
叫
で
あ
り
ま
す
・

町
代
の

一
人
と
し
て
ωゲ
品
川
桜
井
－

T
を

朝
日
町
議
会
議
以

山
川
州
政
次

． 
． 込．

〈昭和53年10月〉
朝日町消防庁舎完成

〈昭和52~ 3月〉
朝日町総合体育館完成

く昭和48年 3角〉

都市計画街路泊環状線完成
〈昭和訂正事9月〉
朝日町福祉センター開館

退
任
に
あ
た
り

(2) 

中
川

問
え
て
附
叫
す
山
一川択
の
た
め
に
陥
h
り
し
た

い
と
μ
l
dて
お
り
ま
す
・
水・り
く
あ
リ

いか
と
・7
ご
さ
い
ま
し
た
・

町
長
選
挙

投
票
は

6
月
日
日

。
6
月
5
日
告
示
。

門附間四

o
m利
訂
作
1

・わけ
M
Mま
で
に
生
ま

れ
た
人

。

附
初
日
年
1
け
4
Hま
で
に
転
入

川
を
し
た
入
。

で
、
公
民
縦
hh
打
止
な
ど
のん人政山
下
山

の
な
い
円

問
問
問
問

m

G
川
S
H
か・り
6
パ
ロ
リ
ま
で
’
川
町
け
、

午
的
日
時
川
川
り
か
・
り
午
後
5
時
ま
で
、

ぃ必栄’
m
u
mをいれん五
（は
州
場
内
）
で
．小ト札

い
れ
投
却
の
，
父
け
付
け
を
し
て
・
わ
ね
り
ま
す

な
お
、
ぷ
制
に
つ
い
て
は
選
挙
作
用

を
い
川
会
へ
お
問
い
へ
H

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（宮
3

U
H
－

－

υ
o内
線
必
需
）

一
立
候
補
予
定
者

事
務
説
明
会

一
と
こ
ろ
制
臼
町
役
場
第
2
会
議
主

，
町
議
会
議
員
選
挙
e

投

日

は
aMRnau
ロH

票

(3) 

q
J
V
Q
d
F
h
d
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同
の
指
定
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
不
動

吹
泊
跡
で
は
、
会
向
紋
大
級
の
た
て
山
八

．h
大
佐
川
引
を
は
じ
め
三
械
が山
間
・応
さ
れ
、

去
る
4
H
n
H
に
完
成
式
が
行
わ
れ
た

侮
花
ぷ
れ
た
住
肘
の
7
ち、

μ
取
も
大
き

な
2
勢
遺
跡
は
長
径
げ
メ
ー
ト
ル
、

一知

径
8
メ
ー
ト
ル
で
、
加
数
本
の
ナ
ラ
や

ク
リ
の
丸
太
で
A
H
掌
造
リ
の
主
ヲ
に
組

み
立
て
ら
れ
、
フ
ジ
づ
る
で
結
び
骨
組

と
し
、
U

陸
相
は
カ
ヤ
ぷ
き
。
高
さ
は
、

“
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
こ
め
は
か
常
通

の
大
き
さ
の
た
て
山
八
住
川
て
械
も
似
・・凡

さ
れ
、
加
え
て
休
恕
合

一
悼
む
姐
て
．

史
跡
公
附
（u
m
M
m
9
T千
万
メ
ー
ト
ル
）

と
し
て
尉
脱
税
愉
し、

一
般
に
公
開
す

る
は
ニ
び
と
な
っ
た
“

完
成
式
で
は
、
米
貨
や
ト
〈
家
山
小
中

校
の
児
車
な
ど
約
加
入
が
見
守
る
中
で
、

町
以
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
大
家

L

年
早

川口県
男
女
6
人
に
よ
る
図
柄
、
え
刷
、
踊

リ
が
彼
採
さ
れ
、
こ
け
ら
務
と
し
を
飾

っ
た仰

を
凶応
え
て
、

5
F年
の
比
H

へ
波
う

ニ
の
地
跡
の
利
則
に
つ
い
て
は
、
制
川

町
教
打
香
川
会
に
わ
り
問
い
合
わ
せ
く
だ

判

C

、。

“‘ 

朝
日
中
学
の

完
成
を
祝
う

ー
落
成
の
式
典
を
挙
行
｜

3
階
建
て
、
延
べ

7
3
5
8平
方
じ
の

校
合
や

2
3
9
6
．
十
万

γ
の
体
行
船

｛防
上
体
打
館
、
附
．
ト
食
没
、
給
食
前
｝

な
ど
近
代
的
な
ぷ
備
が
訓
っ
た

式
典
で
は
‘
松
川
校
・以
と
ルr．能
代
ト
代

内
紛
本
明
什れ
か
「似
U
の
中
川
れ
や
辺
動
、

刊

新
し
い
校
風
づ
く
り
に
瓜
似
り
ま
す
」
一

と
悠
謝
の
一．d
葉
を
述
べ
‘
そ
の
後
ブ
ラ

一

ス
パ
ン
ド
の
一
例
奏
や
片
与
野
し

L
m
N
W
U
M

会
の
勇
ま
し
い
舞
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

一

同
校
の
発
M
吹
を
祈
り
ま
し
れ
’
z

一

qhwqhanp・q－B
6
3
4
h
w
q
b
q
b
q
b
q
h
q
b
q
h
qb
d
l

一

こけらおとし巳犬家庄青年団員！こ

よって「田憶えうだJ の唄と踊りガ

銀置書された．

q
xud
po
 

続しい綬曾ではりきる生徒遥

ゐ
フ
月
の
褒
鉱

(4) 

山
内
崎
の
域
山

f
供
会
は
、
昭
和
泊
年

の
結
成
以
米
、
巣
利
か
け
や
泌
伴
洪
そ

う
じ
、
キ
ャ
ン
プ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
、
阿
川
局
保
峰
崎
や
仙
川
川
づ
く
り
の
活
動

を
近
め
て
き
ま
し
れ，百

山
市
木
取
り
は

子
似
会
の
年
間
の
川
動
を
十
比
え
る
資
会

出
め
と
し
て
ん
入
〈
－
』
と
の
で
き
な
い
大

切
な
行
が
で
、
小
川
下
4
年
生
か
・
句
・

1

3
年
生
ま
で
の
約
制
%
が
一
九
と
な
勺

て
ガ
ン
バ
リ
ま
し
た
。

。新
型
お
座
敷
列
車
で

古
都
の
旅
へ
H

〈
参
加
者
募
集
中
〉

一川
駅
特
急
州
市
川
町
中
実
現
則
成
川
山

会
で
は、

「刷
川
町
民
HJ
第

3
M
mと

し
て
、
ぷ
朴
な
悠
動
を
吋
ぶ
仏
像
た
ら

と
山
往
後
な
ど
、
神
話
時
代
の
バ
門
造

り
の
文
化
ω

の
泣
内
に
山
線
触
れ
て
い

た
ど
く

f什
郎
の
旅
”

の
参
加
打
を
拡

出
し
て
い
ま

r

品川
見
知
リ
の
人
と
御
．
祁
に
・
；
：
・
い

A
M
ム
H
A
H
ナ
U

0
日
程

附
利
引
年
渋
川
U
H
1
M
H

o

－R
周

3
5
0
0
り
川

O
申
込

山中日
未
H

と
川
叫
に
5
0
0
0

川
を
添
‘
え
て
役
場
庫
業
ぷ
．

農
協
的
tA
v州
法
び
的
駅
へ

O
締
切

渦
川
に
な
リ
し
だ
い
締
切
る

O
定
員

仰
れ

な
れ
．

J
制
は
役
場
尚
昆
ぷ
に
れ
た

す
ね
く
だ
さ
い
・
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農
業
大
学
開
校

朝
日
町
米
作
改
・
川
氏
付
策
協
議
会
で
は

「・7
ま
い
朝
日
桜町
米
」
の
中
・
政
紘
大
を

め
ざ
し
、
農
業
生
産
に
意
欲
的
な
農
家

一一一広

＠
富
山
県
米
作
改
良
対
策
本
部
長
賞

。
間
人
の
部

山本
つ
く
り
出
m－H
生
・
叶
刊
行

一日
川
附
縦
約

（微
迫
）

地

υm悩
推
迅
綬
－
H
民
農
家

以
凶
行
山
吹

｛山
川
新
｝

、
同
体
の
川

中本
作
改
－U
削除
政
ル
仁
川
川
体

上
白
時
十
伝
汎
’
I
1

j

・4曲
，
一

4
1

（代
表

水
野
針
作
総

＠
富
山
県
農
林
漁
業
興
会
長
賞

例
入
の
郎

主
作ハ片山

義
仁川

大
リ
，
u

作
安
達
政
・中

－
J
Hι

’・za

－－L
P
出
2

戸山
崎
新
）

ミ
ニ
バ
イ
ク

迷
転
競
技
会
開
催

よ
る
4
H
U
H
、
制
H
町
向
動
車
や

校
検
定
コ

l
ス
に
お
い
て
、
盟
…
束
交
通

安
全
協
会
と
朝
日
町
交
通
対
策
協
議
会

に
よ
る
婦
人
＝
、
ニ
バ
イ
ク
安
全
逆
転
綬

伎
会
が
附
川
除
さ
れ
た
。

よ
れ
は
、
制
人
の
バ
イ
ク
取
得
名
が

年
々
陥
附
加
す
る
中
で
、
逆
転
伐
術
の
未

似
…さ
や
交
通
マ
ナ
ー
の
忠
さ
仁
よ
る
が

品
川
も
多
発
し
て
い
る
の
で
、
ニ
の
や
放

防
止
に
付
す
る
ぶ
ぷ
を
山川
め
る
・
｝
ど
を

ね・
h

つ
い
と
し
て
聞
か
れ
た

v

大
会
は、

町
州日
内
山
之
郎
か・り

一
チ

ー
ム・
ニ
人
制
成
で
行
わ
れ
、
人
安
ん1
仲
町
認

や
へ
H

川
、
わ
ん
折
ん
法
な
ど
の
チ
ェ

，

ク
を
交
け
、
川
体
と
例
人
の
郎
で
鋭
い

へH
い
ま
し
た

成
制
村
川
本

・
川
体
の
部

一
九
川
大
ん
ら
山

二
似
一
山
一日十
．似

三
位

山

崎

”
例
入
の
部

一
似
成
能
…
松
絞

｛大
山
本
比
）

（他力II強lHHI良.家と8つだ沢田さん〉
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附.，え
4；的
キ 1111

ft 
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itl irl 

区 lベ〈競筏会のようす〉

去
る
3
月
白
日
、
市
山
県
庁
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
出
山
県
、
ん
い
川
山
川
県
米
作

改
良
対
策
本
部
及
び
出
山
県
農
林
漁
業

桜
興
会
が
主
催
し
て
、
附
初
日
年
度
山

山
県

e
米
作
改
良
滋
賀
、
生
政
保
興
作

物
経
営
改
善
共
励
会
」
の
炎

μぃ
八
が
行

わ
れ
ま
し
た
e

山
町
で
は
‘
農
業
似
興
に
付
す
る
日

凶引
の
努
力
や
そ
の
成
績
が
特
に
・μ日切
で

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
次
の
ん
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
‘if－－

f

j

i

－

－

j
；
・33
34

ル－
付
集
と
し
て
、

3
川
M
H
よ

り

院

生

い

て

1
．
μ
取引イ
リ
の
剛
同
協
か
役
場
・
川
町
業

し人
午
を
聞
い
似
し
ま
し
た

m
－
E
1
H
l
l
o
u
内
一保
持
｝
に
れ

第

一
酬
は
、
約
四
名
の
民
業
い
れ
か
民

問

い

合

せ
く
た
き
い

ま
リ
、
，削
何
故
凶
行
菌
の
竹
川
校
術
」
に
つ

い
て
交
点
し
、
成
夫
に
そ
ゥ
た
内
山
り
で
、

大
変
針
ぷ
で
し
た
れ

今
後
の
日
刊

・
党
泌
内
山
川行

。
第

2
凶

5
月
ド
旬

「水
稲
小
し
・行
前
半
期
の相
h
N．」「
大

υ

作
り
の
耐宮内…
』
に
つ
い
て

£
第
3
凶

6
月
下
旬

「人1
後
の
稲
作
管
埋
」「
村
づ
く
り
」

に
つ
い
て

ら
第
4
凶

7
バ
ド
旬

〉以
白
米
生
時
付
策
“「山
州
事
虫
削

除
し
に
つ
い
て

な
わ
υ、
全
治
山
中
込
み
等
、
詳
細
に
つ

φ
さ
ん
な
ん
の
伎
を

る
。
②
さ
く
－H
げ
、

の

f
ル
品

、
砂
川町、

け
す
る
リ
③
人
参
を

以
ゆ
で
に
す
る
．
④

れ
て
た
い
た
・
一
は
ん

す
ド
し
を
入
れ
て
ま

る
ν

⑤
山皿
ゆ
で
に
し
た
こ
っ

築
と
松
袋
一

切
リ
の
ゆ
す
を
散
ら
し
て
で
き
あ
が
リ
‘
一

一

年
一

タ

5

M

’A

J
q

h
 

ポ

泊

一

生

品

川

町

学

作

，

r

一

小

選

さ

一

大

入

乃
一

鉱

展

段

山

崎市
陪

貧

，

一

例
制

時

沢

一

米
図

制

野

一

(5) 
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農
業
儀
輿
地
域
内
の
農
用
地
区
域
に

つ
い
て
は
、

優
良
農
地
保
全
の
立
場
か

ら
開
発
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
む
会
侍
ず
農
地
を
転
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
農
用
地
区
滅
か
ら
の
除
外

出
中
諮
を
行
い
、
県
の
認
可
会
』
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
寸
。

町
て
は
、
ニ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

6

月
上
旬
に
県
と
事
前
協
議
を
行
い
ま
す

の
で
、
転
用
を
希
望
す
る
万
は
次
の
事

項
に
向
闘
志
し
て
、

5
月
お
日
ま
で
に
除

外
闘
い
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

岬
同
意
事
項

O
農
用
地
区
成
か
ら
の
除
外
は
、
年
－

回
し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
年

間
の
計
画
を
見
位
し
た
も
の
で
刷
・
治

し
て
く
だ
さ
い
。

O

除
外
断
い
を
提
出
さ
れ
て
も
、
川
市

の
現
地
調
先
が
行
わ
れ
、
適
当
と
認

9
1
E
S
F＆
e
t
s
E
f
z
s
z
h
zASzznzιezzezZ61EqzszιezEザ
z
q
z
e
L
E
S
Z＆－
E
q
z
s
z
s
z
ι
e
E
U
Z

福
祉
タ
ク
シ
ー

さ

め
ら
れ
た
場
合
に
限
り
除
外
さ
れ
ま

す
の
で
、
す
べ
て
が
認
め
ら
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

O

認
可
に
は
、
公
告
等
の
期
聞
が
必

要
な
た
め
、
申
請
締
切
り
か
ら
3
ヵ

月
収
度
要
し
ま
す
。
な
お
、
農
地
転

用
の
許
可
は
、
除
外
認
可
後
と
な
り

ま
す
。

O

農
用
地
区
成
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
ほ
場
終
備
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
、

工
事
中
あ
る
い
は
計
耐
の
あ
る
と

こ
ろ

（た
だ
し
限
町
、
作
中
野
の

一

部
は
除
く
）

－
一山
地
区
の
東
草
野
、
大
尿
の

一
部

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
諜
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

報 e・e・.........あ一広

の
利
用
に
つ
い
て

一
人
に
つ
き
、
法
本
料
金
に
相
当
す

る
来
中
券
叩
枚
を

一
つ
づ
り
に
し
て
、

役
場
制
祉
係
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
？
え
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い

て
は
役
場
福
祉

係
（
宮
3
H
1

1
0
0内
線
路

番
）
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
で
は
障
害
者
の
方
を
対
象
に

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
配
布
の
対
象
と
な
る
方
々
は

視
覚
障
害
の
方
で
手
帳
1
級、

2
級
の

方
と
、
肢
体
の
障
害
者
で
手
帳
l
級
の

方
で
す
。

毎
月
何
回
ガ

自
転
車
安
全
の
目

近
年
、
富
山
県
内
で
は
自
転
車
利
用

者
の
死
亡
事
故
が
大
幅
に

m、
え
て
い
る

の
で
、
昭
和
幻
年
4
月
l
H
か
ら
回
年

3
月
別
日
ま
で
の

l
年
問
、
「
’
け
転
車
も

正
し
い
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
｜
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
向
転
憎
の
交
通
事

故
を
な
く
す
る
県
民
運
動
」
を
展
開
寸

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

ω川

は

M
Hが
「自
転
車
安
全
の
日
」
に
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
地
鉄
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
災

の
新
劇
場
を
’
H
動
恥
叩
肘
川
雄
恥
市
場

と
し
て
然
偏
し
て
お
り
ま
す
。

完
成
時
に
は
従
米
の
駒
市
区
幽
よ
リ

6
区
一
酬
が

mえ
ま
す
の
で
、
こ
の
用
え

た
区
州
に
つ
い
て
、
仙
民
間
巾
中
込
み
を
交

付
け
ま
す
。

な
お
、
申
込
み
が
予
定
分
よ
り
多
い

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
侠
め
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
通
知
い

た
し
ま
す
。

O
巾
込
み
受
付
け
則
限

5
川
U
H
（土
）

O
交
付
場
所

開
境
保
健
課

中
川
崎
境
係

O
佐
川
料

川
制
2
5
0
0円

巾
込
み
は
屯
ぷ
で
も
交
付
け
ま
す
ω

（
宮

3
11
1
0
0内
線
引
）

申込受付駐車喝位置略図

／ 
_J平 一

(6) 

dil切符uによく似た服装のセールスマ

ンから r,:·1ハ、消火~~を t'JI し必りされた」

という九：ti'!があります。消防将WJ.消火

加を先り J~＜くようなこ と はしません 。 れ
をつlfてく ださし、。

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
／

調
査
は
全
国
一
斉

ιu同
月

1
A
口同

し
的
業
を
山
村
む
ん
ー
が
宅
叶

（却
化
業

・

小
光
業
及
び
飲
食
店
｝
を
付
象
に
し
た

刷
業
統
計
訓
作
が
6
川
l
川
、
ん
上
川
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
υ

こ
の
調
作
は

「・
州
主
の
州
勢
調
止
刊
し

と
い
わ
れ
る
川
の
坑
裂
な
統
計
調
作
で
、

商
業
に
お
け
る
諸
問
題
の
解
決
の
子
が

か
り
と
な
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

徴
悦
そ
の
他
例
人
の
不
利
益
に
な
る
こ

と
に
似
則
さ
れ
る
ニ
と
は
絶
付
に
あ
リ

ま
せ
ん
。

商
業
を
営
ま
れ
る
持
さ
ん
の
御
協
力

を
お
制
い
し
ま
す
。
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年
金
だ
よ
り

。事 3? I月マ

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

川
代
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

内
分
し
か
れ
む
た
め
の
佐
官
の
新
築
、
附

人
ま
た
は

m改
築
に
必
吹
な
資
金
を
、

hH主
令
融
公
仰
の
口
付
け
と
七

ノ
ト
で

川
リ
・
り
れ
ま
寸
ω

ニ
れ
は、

umみ
屯
て
・
り
札
た
似
険
料

の
．
仰
を
、
加
入
い
れ
の
M
M
m進
と
’
川

卜
告
は
か
る
た
め
、
以
則
に
わ
た
り
批

判
中
で
口
し
山
さ
れ
る
も
の
で
す
。

O
口
付
を
E
7
け
ら
れ
る
人

M
Mパ
年
令
に
加
入
し
て
い
た
則
問
が

一二
年
以
l
あ
る
人
。

、ノ
下、
L
1d
H

〆
k
e
L
，1会
刊

三
年
以
上
－h
年
本
尚

e

九
年
以
上
l
k’
雫
本
尚

十
rn年
以
上

ひ－さ－あ報…・・一一一広

相談ごとご案内

政相談

第 l、3火曜日

午前JO時～午後 3時

朝日町九i:ftl：センター

川上嘉一（宮 3-0050) 

A行

日時

仰
いり
円
J

l

l
 

A
H
uv

・’’・E，，

1

・1

1
I
l
 

l

l
 

i
 

au
v
・’E’・E

，，

幻

1
n・

場所

相談員

。
中
込
ん
法

作山℃今中
一融
公
山
叩
級
い
の
’
仇
い
れ
融
機
附
の

志
川

へ
お
川
い
へ
H

わ
サ
く
だ
さ
い

現
況
届
の
提
出
期
限
は

「
五
月
末
」

・1
川
s
i、
川
叶jr、下
絵
η
qhiJ日ド仏抗、

li
l

i
－
－

，
4
r
f
j
’
 

いり
f
・
・中
川

f
年
令
。
、
泣
児
年
余
、
一
以

い
附
年
余
．を
7
け
て
い
る
人
が
「収

M
Mt

を
提
山
す
る
川
則
で
す
。

ニ
の
同
は
、
あ
な
た
ゃ
ん
が
放
の
状
態

に
変
わ
り
が
な
い
か
縦
認
し
、
今
ま
で

ど
お
り
年
金
が・
7
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
訓
べ
る
大
切
な

F
絞
き
で
す

悦
山
す
る
の
ふ
と
心
れ
た
リ
、
一
は
れ
た

り
し
ま
す
と
、
十字令れが・
7
け
・りれまけ引－

ん
の
で
J
机
o
M
く
だ
さ
い

川
紙
は
社
会
似
険
が
は
刷
所
か
・り
、
ド山一

般
あ
な
た
の
と
こ
ろ
へ
込
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、

－A
し
く
ご
記
入
の
？
え
、
町

川
氏
年
令
係
へ
、

－h
川
本
ま
で
に
院
山

し
て
く
だ
さ
い
“
な
お
、
昨
年
・
ハ
バ
以
内
、

新
た
に
年
令
を
7
け
ら
れ
た
ん
は
、
こ

の
川
を
侃
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。
県
民
技
能
続
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
e

0υ  
と 同

11 

盆
ぷ
コ
l
ス

ー皇、ー

5
Hパ
凶
日
｛
l

）

ド
1
0
友

l
t
J
1
4
k
f

f

i

H

4
H
 

品飢
什帆の
u

則
定
と
川
上

yi河
川
リ

t
e、」
人
川
U
p
p－－
J

リ
〈
1
た
え
じ
じ

γ
Hバ
U
H，e

、HJ？
h
・tp
句・

8f
aお日

学
校
戸
製
部
ト仰
秋
生
4
l

O
内
・
行

。
と
ニ
ろ

A人権法律・登記相談
日時 5J-118U(・k) 

午後 l時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人権擁護委員

上回憲二（宮 2-0127) 

復田祐；；：（宮 2-2164) 

草野三郎（宮 2-1034) 

魚津法務局職員

ム心配ごと相談

時 毎週火日記日

午前JO時～午後3時

朝日町福M:センター

（宮 3-0576) 

場 所

相談員

5
0）

 

O
定

以

刈

名

O
交
必
料
無
料

O
持
参
仏
印
か
ん

C
巾
込
十
刀
法

開
講
3
H前
ま
で
に
集
合
ま
た
は

屯
ぷ
で
巾
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

宮

（
0
7
6
5）
別
品
目

0
2
5
l

m…
郡
高
等
技
能
学
校
ま
で
ゐ

時

A交通事故巡回相談
①日時第 1・3月曜日

午前10時～午後 3時

黒部市中央公民館

第 1・3水曜日

午前10時～午後 3時

県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

日

場

場所

②日時

場所

火
災
警
報
発
令
に

と
も
怠
う

広
報
と
火
の
使
用
制
限

7
f
l
ン
刻
印奈
寸
で
れ
象
状
汎
が

一

半
の
広
市
に
述
し
、
火
災
，
ず
防
l
危
険
る

状
態
に
主
ゥ
た
と
き
は
火
災
時
パ
鰍
を
発

令
し、

消
防
中
川
叫
び
広
報
山
中
て
mmJN
m
を

一川－
A

り
し
て
広
制
限
巡
川
を
れ
い
ま
す
。
ま

た
火
災
時
パ
鰍
発
令
中
に
お
い
て
は
、
火

災
予
防
条
例
の
別
主
に
よ
り
次
の
よ
う

な
火
の
似
別
制
似
会
治
ヌ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す

l
山
林
原
肝
に
お
い
て
火
入
れ
を
し
な

い
ニ
と

G

2
掛川
口火
を
泊
代
し
な
い

・』と
。

3
M．外
に
い
ね
い
て
火
遊
び
え
は
た
き
火

を
し
な
い
ニ
と
。

J
h
Jr

・－
－J
、，

．bA

，l
〆
、』
1
．r、＆
ι4r

4
L
n
a
y
－L
I
L
T
ト
h

・’J
」
ノ
桝
l

J
ト
h
柏
崎

先
生
の
物
品
そ
の
他
可
燃
物
の
付
辺

で
喫
仲
－を
し
な
い
・

－と
b

募集中一一寸
「青年海外協力隊」

・w王手術外協力隊では，昭和57年

度存の隊民を募集しております。

0資格

20歳から35t;長までの背年男女

で． , ,,J~f..nJ~のf主体j技能を平1・す

る者。

0漏量先

アジア．アソ リカ，中j丘＊・
111南米商大半i干：のl摘発途上の

国々 。

0漏量期間

o願・締切

0問い合せ先

富山県総務部総務課外事係

官 0764(31) 411 i内線336

5
山川火

（た
ば
ニ
の
叫
が
ら
合
む
）

取
M
Xは
火
粉
を
航
中
本
す
る
こ
と
。

6
以
内
に
お
い
て
似
火
を
似
川
す
る
と

さ
は
窓
、
山
人
け
写
会
削
じ
て
行
う

’

｝

L’」
e

自
衛
官
募
集

採
用
人
員

2
等
仰
上

幻
名

2
等小問・ト
L

3
名

同
必
以
上
お
必
本
尚
の
川力

資

格

l!l. 
.x. 

イサ

i
1
7
1

1

1

》

川・制
S
4
4
j
l
ト
カ
・
レ

4

6
川
ド
旬
ま
で

む

T
qa－
－一

2
5
i
リ

十小い勿伽引
h
ぃ．世司’
’i
u
ω
e
i

恥ド

任
給
9
U
H
6千
柳
川
、
ボ

ー
ナ
ス
3
凶
（け
ヵ
パ
）

待

遇

申

込

先

制
日
町
役
場
総
務
諜

（宮
3
U
1
1

0
0内
線
凶
｝
ま
た
は
、
’
川
術
隊
仏山…

ホ
注
絡
が
比例必川

（宮
0
7
6
5
1
M

H
1
0
3
6
）
へ
。

2年間

5月31日 （必着）

(7) 

q
J
nヨ
マ
／



昭 拘 57!f. 5月 108 
月 刊 ｛毎月10自発行｝

選
法
使
貰

選
挙
運
動
は

立
候
補
届
が

受
理
さ
れ
て
か
ら

ひ ......... 第32 I号

選
挙
運
動
の
で
き
る
期
聞
は
、
次
候

補
の
属
出
が
受
周
一さ
れ
た
と
き
か
ら
般

票
日
前
日
の
午
後
は
時
ま
で
で
す
。
た

だ
し
、
街
頑
演
説
や
連
呼
行
為
は
午
前

7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
て
の
制
限
に
従

が
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ω

し
た
が
っ
て
、
投
票
日
の
告
示
前
は

も
ち
ろ
ん
、
告
示
後
で
も
字
紙
補
凶
が

受
尽
き
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
選
挙
巡
動

は
て
き
ま
せ
ん
。
受
理
さ
れ
る
前
の
選

さ…あ

挙
運
動
は
、
事
前
運
動
と
し
て

一
切特別

比
さ
れ
て
い
る
。
事
前
運
動
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
理
由
は
、
各
候
補
者
の
選
挙

運
動
を
可
能
な
限
り

M
時
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
無
用
の
競
争
を
避
け
る
と
と
も

に
、
選
挙
運
動
費
用
の

m加
を
抑
制
し
、

金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
介
は
立
候

補
届
出
以
前
に
さ
れ
て
も
、

一
般
的
に

事
前
運
動
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ハ門

ぷ
似
補
準
備
行
為

O
政
党
の
公
認
を
求
め
る
行
為

O
ぷ
候
補
の
瀬
踏
行
為

（立
候
補
し

ょ
う
と
す
る
者
が
、
立
紋
怖
の
意
思

を
決
定
す
る
資
料
と
し
て
、
自
己
に

付
す
る
選
挙
人
の
支
持
状
況
を
あ
ら

か
じ
め
調
伐
す
る
行
為
）

O

候
補
者
選
々
会
、
機
薦
会
の
問
俗

O
供
託
物
を
供
託
す
る
行
為

ω
選
挙
運
動
の
犠
備
行
為

O
選
挙
事
務
所
、
自
動
中
、
拡
声
機
、

演
説
会
場
の
借
入
れ
の
交
渉

O
立
札
、
，uuH
似
、
ち
ょ
う
ち
ん
搬
を

作
成
し
て
お
く
行
為

O
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
版
図
の

作
成
ま
た
は
印
刷
し
て
お
く
行
為

O
選
挙
運
動
費
用
の
調
達
行
為

O
選
挙
運
動
者
の
依
頼
X
は
労
務
お

の
紙
入
れ
内
交
渉

け

後
按
会
活
動

後
般
会
の
会
民
募
集
、
発
会
式
、
総

会
の
凶
催
等
の
後
援
金
活
動
が
、
政
的

家
の
人
的
柑
敬
募
又
は
政
治
的
勢
力
の
臨
時

設
の
た
め
で
あ
る
場
介
は
杵
さ
れ
ま
す

が
、
選
挙
位
前
に
立
候
納
予
定
者
の
た

め
い仏
〈
多
数
の
選
挙
人
に
’
川
け
て
い
れ
わ

れ
る
と
き
は
、
事
前
一
必
動
と
は
ら
れ
る

州
場
合
も
あ
り
ま
す
。

附
け
交
的
行
為

年
加
川
、
い
れ
中
川
凡
同
州
そ
の
他
の
あ
い
さ

青
年
圏
内
研
修
参
加
者
募
集

…

之

J
｛

川

6
月
4
日
（
金
）

1
7
日
（月
）

園
田

朝
日
町
に
作
位
す

る

計

年

間

体
的
動
の
発
展
を
凶
る
た
め
に
、

0
参
加
悦

…

f
E

ぷ

HT県
外
に
派
泣
し
、

訂
年
同
研
修
お
わ
れ
て
い

l

i

b

－
問

レ
1
1
A
他
県
の
青
年
と
交

流

を

ど

な

た
で
も
晶
画
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

O
山
中
込
期
限

温

官

記

深
め
る
と
と
も
に
．
胤

O
研

修

地

申

込

金

5
下
円
を
添
え
て
、
5
月
一

S
2

俗

・
文
化

・
廃

業

な

ど

国

立

江

田

山

背

年

の

家
（広’
MMP土
日

付

（十
〕
ま
で
制
U
町
教
行
安
一

ヨ
刈

を
見
聞
し
、
教
義
を
い
仙

O
参
加
資
仙怖

い

は

九

五

へ

園
内
？

め
る
な
ど
、
共
同
生

活

朝

臼

町

に

庇

住

す

る

山

年

な

お

、

J
L
い
こ
と
は
教
山
け
を
い
八
九
五
一

陣

R
o

－－
e

の
中
か
ら
青
年
相
瓦

の

（

却

名
ま
で
）

が
お
い
川
へ
わ
り
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一－

 

a，
．，

U
及
川
川
を
深
め
、
今
後
の

（宮
3
H
1
1
0
0内
線
別
得
）

幸E広

つ
等
の
壮
交
的
な
行
為
は
、
通
常
の
時

期
、
内
山
介
に
よ
り
従
来
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
ト
刀
法
で
行
7
州場
A
H。

• J J.:.企
a 

冴二
スσ〉

こ少

t~ 

基 3
幹；

入 集 合
浴落 g
日セ 容
の ン X
変 タ 3
更 IQ 

当
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
日
は
、
ト
川
辿
日

曜
日
、
水
眼
目
、
仁
雌
日
に
変
必
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
研
修
会
、
議
減
会
、
慰
安
会
等

の
会
場
と
し
て
お
わ
A
併
に
ご
利
川
く
に

也、ぃ
，w申

込

先

ぷ
幹
築
指
セ
ン
タ
ー

（宮
3
H
一
八
問
。
h

）

役
場
住
民
制
祉
課

（宮
3
H
一一

O
O内
線
部
番
）

A 号

f 軽 づ

；皇月’IU ..-. 

；要の
；主 税；
：型 金

q
3
n
ヨ
n
o

羽
目
包
宵

(8) 

「美
化
奉
仕
活
動
」

に
ご
協
力
を
F
・

朝
日
町
迎
合
青
年
団
で
は
、
自
然
保

縫
と
朝
日
町
を
少
し
で
も
美
し
く
し
よ

う
と
の
考
え
か
ら
、
十
川
年
リ
尖
化
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、

5
H川
崎
日

（日
）
午
前
8

時
か
ら
午
後
l
時
ま
で
、
山
崎
海
岸
、

8
Hす
線
、
阿
川
場
キ
ャ
ン
プ
州
場
等
の
消
婦

を
’
付
い
ま
す
。
集
人
H

州
場
所
は
ん
川
崎
小
学

校
で
、
．
山
下
へ
の
州
場
人
刊
は
中
止
と
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
参
加
と
協
力
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
な
く
そ
う

不
法
電
波

榔
政
省
で
は
、
6
川

l
日
か
・
り
6
Hけ

m
Hま
で
を
「・
屯
波
法
品
以
防
止
旬
間
」

と
忘
め
、
不
法
無
線
局
の
取
締
リ
を
行

い
ま
す
。
無
線
機
は
、
免
許
を
受
け
ず

に
使
川
し
ま
す
と
、
屯
波
法
に
違
反
し
、

不
法
無
線
川
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合

l
年
以
下
の
懲
役
又
は
加
万
円
以
下
の

出
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

「市
民
ラ
ジ
オ
」（
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
）

と
し
て
巾
請
し
免
許
さ
れ
る
無
線
機
は

郵
政
省
の
閉
式
検
定
合
絡
の
マ
ー
ク
の

あ
る
も
の
に
限
リ
ま
す
の
で
、

－販
売
店

等
て
臨
時
認
め
上
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。



ひ ・ 第 32 I It・・ ・ 普 ~~＇I 57 ふl~O~~~il8.…さ報。……… あ広

住
宅
金
融
公
庫

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
の

資
金
融
資
が
始
り
ま
す
。

ハ
問
主
金
融
公
山
却
で
は
、
昭
和
計
年
皮

の
第
l

M例
人
向
け
融
資
の
山
中
込
み
を

次
の
と
わ
ね
リ
受
け
つ
け
ま
す
。

＠
個
人
住
宅
建
設
資
金

O
巾
込
受
付
期
間

4
川
初
日
川
1
5川
引
日
川

O
選
定
万
法

受
付
日
断
て
鍾
…
州
せ
ん
。

O
融
資
限
度
制

木
造

4
8
0
U
M川

珍
守
・

年

川

%
（特
定
の
者
年
け
%）

0 
手IJ団

規
ゆ
鴻
伊
……

…い畷
鵜
続
無
憶
病
…一………
パ一

…………～
務
総
獄
擁
泌
驚
……

よ
る
、

4
片
山
日
（日
）朝
日
町
体
育

協
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
計
年

度
必
主
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ニ
の
席
で
、
今
年
度
よ
り
「地
区
対

抗
綬
校
年
間
総
合
成
績
表
彩
」
が
設
け

ら
れ
、
そ
の
優
勝
政
の
入
魂
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
単
な
る
成
績
点

だ
け
で
な
く
参
加
点
も
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
幅
広
い
参
加
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

O
返
済
期
間

木
造
お
年
以
内

O
巾
込
受
付
窓
口

公
庫
業
務
取
微
店
と
ト
求
心
の

あ
る
H
似
寄
り
の
令
融
機
関

＠
住
宅
改
良
資
金

O
中
込
交
付
則
川

4
月
初
日
川
i
附
利
回
年
2

川
路
日
川

O
融
資
限
度
制

O
利

本

O
返
済
期
間

3
0
0
万
円

年

ω
%

ω年
以
内

多
数
の
参
加
を
則
侍
し
て
い
ま
す
。

事

業

計

画比
少
・
』
う
会

朝
間
野
球
大
会

町
民
庭
球
大
会

町
民
aM球
大
会

復
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

町
民
叫
打
球
大
会

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
民
駅
伝
大
会

p
h
d

・4／】ρ
b
 

F
h
d
 

－
 

5
・
n

F
0

・
ρ
0

P
0

・0
6

6
・
m

勾
／

・

必U守

。0
．
、i

10 8 

26 21 

日
・

7

l

l

 

－
－

7
－
 町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ト
人
会

町
民
ビ
ー
チ
ポ

i
ル
大
会

町
民
武
道
大
会

町
民
ス
キ
｜
ト
人
会

町
民
パ
ス
ケ
y
ト
大
会

1
 

1
・f
L

つ－

f
O

3
・
日

新
会
長
に
土
居
さ
ん

朝
日
町
連
合
婦
人
会
総
会

朝
日
町
迎
合
財

人
会
と
他
脱
会
九
寸

る
朝
日
町
綿
入
会

は、

去
る
4
川
口

日
町
勤
労
背
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー
で

約
刷
人
が
参
加
し
て
、
総
会
を
聞
き
、

新
役
以
本
認
の
あ
と
、

v
tほ
の
市
長

計
画
を
決
め
た
。
日
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
仰
健
全
な
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
そ

う
～
健
康
管
理
を
は
わ
れ
そ
う
H

と
い
う

こ
と
て
、
家
庭
内
で
の
中
心
的
な
存
作

を
自
覚
し
、「社
会
」
と

「家
嵯
」
の
小

で
、
健
康
朝
日
町
の
婦
人
と
し
て
拍
動 〈飽区対抗鰻筏年間総合成績優••＞

し
て
い
く
’
｝
と
と
し
ま
し
ん

ま
た
、
・松
山
と
し
を
県
川
人
九
五
市
ド
務

い
川
以
を
品
川
に

「財
人
の
く
・り
し
と
叫

人
九
五
千
川
品
川
t

の
必
泌
を
惚
－
毛
＼

ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
山
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
の
んけ

川
ル
ふ
本
し
み
ま
し
た

新
役
一
川
は
次
の
み
な
さ
ん

O
会

長

l
M消
．A

一一山
：
収
一

t
、L
t

・
－
4

’
J

；

一

一“
企
ト
ド
ハ
川
ふ，
i

｛

A
H

仇
－

μ日
記

前

川

ぬ

ひ

（大
山
本
山
－

会
川
中
川
本
山
マ
ツ
イ

（境
）

削
州
市
ド
折
谷
、‘
、
ョ
リ

（得
一
川
｝

”

以

谷

川

、、、チ

『・
h
向
山
町
）

H

谷
川・
八
依
，
l
｛山
川
｝

H

凶
作
栄
夫

（山
川
附
）

V
叫

が

一凶
作
三
伐

（目

的

｝

H

九
川
市
迫
［

（泊
三

K
）

O
健
康
を
守
る
朝
日
町
制
人
会

述
へ
H
婦
人
会
と
川
ヒ
で
、
附川市ド山－

HHH＠
 

j
 
j
 

n
’
 

II 

よ
る
、

3
川
同
日
制
け
町
店
へ
H

山
午

川
の
抗
刈
一
川
日
出
州
大
会
を
町
制
枇
セ
ン

タ
ー
で
附
山
川
し
ま
し
た

川
村
市
川
・い
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
何

十
店
は

一
般
討
過
県
川
、
山
1
A決
口
、

V
川

上
什
．
鍬
什
け
が
な
さ
れ
た
あ
し
‘
訂
正
は
川

ek
、
山
仲
町
勝
打
他
新
役
い
け
問
中
れ
と
新
年

肢
の
的
動
卜
り
針
を
決
め

t
し
た

訂
作
位
は
正
予
ニ
・
7
仲
川
の
絡
し

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
近
年
の
組
織
本
枇

卜
に
向
小
川
め
を
か
け
、
州
織
の
い
化
ト人
雌

化
に
向
か
っ
て
川
動
す
る
・
｝
と
に
な
っ

た
長
な
下
業
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図3バランスのとれた食生活と十分な体獲をl

偏食や欠食．節食すると，凹渡を造る成分万不足し

貧血と花王ります。白日の食事はバランスのとれだもの

にし．十分足主体獲をとり．過労に芯ら思いようにしま
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